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１ 概要 

   令和９年度県立大分豊府中学校の入学定員を１０５人とし、１学級３５人の 

３学級を編制する。 

 

２ 理由 

   文部科学省からの令和８年４月１日付け通知「公立義務教育諸学校の学級編制

及び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律等の施行について」を

受け、令和９年度以降の県立大分豊府中学校の入学者に係る学級の編制は、今般

の制度改正を踏まえたものとする。 

 

３ 経緯 

  ・令和６年１２月２６日の財務大臣と文部科学大臣による「教師を取り巻く環境

整備に関する合意」に、令和８年度から中学校３５人学級への定数改善を行う

ことが明記される。 

  ・「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部を

改正する法律（令和７年６月１８日公布、令和８年４月１日施行）」に、政府

は公立の中学校の学級編制の標準を令和８年度から３５人に引き下げるよう、

法制上の措置を講ずるように明記される。ただし、中高一貫教育を行う中学校

等において、改正後の公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に

関する法律の施行前に３６人以上で学級編制を行うことを前提に入学者を決定

している場合には、基準を超えて学級編制を行うことが令和８年度に限り例外

的に許容されていた。 

  ・県立大分豊府中学校では従前、入学定員１２０人、１学級４０人の３学級を編

制してきたが、本県の小学校卒業予定者数が約４００人減少する令和９年度入

試から入学者定員を１０５人とし、１学級３５人の３学級編制とすることとす

る。 

 

４ 今後の流れ 

  ・８月７日 大分県立中学校学則の改正を教育委員会に付議 
  ・９月下旬 令和９年度大分豊府中学校入学者募集要項を公表 

-5-

［資料_(2)協議_①］


